Solutions to the Social Isolation of Elderly People through Learning by 新保 敦子
1超高齢社会における社会的孤立の克服と高齢者学習に関する考察（新保）
はじめに
日本は現在，高齢化が急速な勢いで進んでおり，2014 年の発表によれば，4 人に 1 人が 65 歳以上
の高齢者，8 人に 1 人が 75 歳以上の後期高齢者となっている。日本における高齢化率の増加は，と
りわけ顕著であり，世界各国の最先端を行くが，一方で老人の社会的孤立が深刻化しており，高齢者
の孤独死といった事件が発生している。
こうした状況は，社会全体の無縁化を背景としており，高齢者の孤立を防ぎコミュニティを再建す
ることが，喫緊の課題となっている。本論文では，まず千葉県松戸市常盤平団地及び東京都足立区に
おける地域コミュニティ形成のための挑戦について検討する（1）。
また，高齢者の学習は，地域コミュニティの形成にとって重要な契機となるだけではなく，人生の
晩年において自分の身近な地域において仲間と一緒に元気で活動できることは，高齢者の人生を豊か
にする。
そのため，本論文では，学びによって高齢者の居場所作りを行い，高齢者学習を通じてのコミュニ
ティ作りを試みている事例として，神奈川県座間市の「あすなろ大学」，静岡県静岡市における「清
見潟大学塾」を検討する。以上の諸実践は，高齢者教育として長い歴史を持ち，学習者が自発的に学
んできたことを特徴としている。とりわけ清見潟大学塾の場合，学習場所の提供などの自治体からの
支援は受けながらも，財政的にも自治体に頼ることなく，住民自らの力で運営している点は注目に値
しよう。
日本では，高齢化が急速に進展したため，社会の制度設計が追いつかず，高齢者学習に関しては施
策，運営，学習組織，学習内容，いずれをとっても多くの課題を抱えている。こうした状況において
団塊世代が定年退職を迎えているため，問題は山積しているのである。それでは，どのような高齢者
学習が今後に期待されるのであろうか。本論文では，高齢者学習の未来像を探ることを課題として設
定していきたい。
高齢者学習については，堀薫夫『教育老年学と高齢者学習』（2），牧野篤『シニア世代の学びと社会
―大学がしかける知の循環』（3），同『生きることとしての学び：2010 年代・自生する地域コミュニ
ティと共変化する人々』（4）などの先行研究がある。しかしながら，問題の深刻さに必ずしも研究が追
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いついていない状況がある。本論では，こうした先行研究の成果に学びながら，高齢者の孤立化を克
服するための高齢者学習の可能性について検証を進めていきたい。
本論の構成としては，まず第 1 章において，高齢化及び孤独死の実態について述べる。第 2 章では
常盤平団地及び足立区における孤独死への取り組みを紹介する。第 3 章は，日本における高齢者学習
の動向についての概観である。第 4 章においては，学びを通じてのコミュニティ作りに取り組んでい
る事例として，座間市あすなろ大学，静岡市清見潟大学塾をとりあげ検証する。第 5 章では，台湾に
おける高齢者学習の事例として，楽齢学習センターについて紹介する。最後にまとめとして結論を述
べていきたい。
1，高齢社会の現実―孤独死の側面から―
日本の高齢化は，高齢化率の高さ，高齢化の速度の速さ，後期高齢者の多さ，以上 3 点を特色とし
ている。世界的に見れば日本は高齢化の最先端に位置する先進国である。
総務省の 2014 年 9 月の発表によれば，日本の高齢者人口は 3296 万人，高齢化率は 25.9％で共に過
去最高であり（5），また世界第一位の高齢化率となっている。実に人口の 4 人に 1 人は高齢者である。
また，また，8 人に 1 人は，75 歳以上の後期高齢者である。
また近年，全国的に高齢化とともに核家族化が進み，単身世帯で生活するお年寄りが増え続けてい
る。そのため，誰にも看取られずに自宅で死亡し，遺体が長期間放置されて悲惨な姿で発見されると
いう孤独死の問題が，表面化しつつある。
例えば，首都圏の大規模団地で，2010 年 11 月上旬，死後 3 ヶ月以上たった男性（79 歳）の遺体が
見つかった（6）。取材にあたった記者によれば，部屋の中は防臭マスクを通してすら強烈な異臭が鼻を
つき，皮膚や体液が乾いて固まった茶色の粉が床におがくずのように広がっていたという。
男性は山形出身で，サラリーマンとして 70 歳まで現役で働いていたが，その 2 年前に妻を亡くし
てから出歩かなくなった。第一発見者の長女夫妻は，団地から車で 1 時間ほどの所に住んでいた。し
かし，娘からの同居の薦めにはなかなか応じようとはしなかった。団地住民も男性の死に気づいた者
は誰もいなかったという。
さらに 2013 年 1 月 12 日には，北海道釧路市で 84 歳の夫と 72 歳の妻の死亡が発見され，同年 1 月
20 日には，北海道札幌市で，42 歳の姉が病死し，次いで 40 歳の障がいを持つ妹が凍死した（7）。2 人
以上の家族が同居しているにも拘わらず，相次いで亡くなっている点は，深刻である。
こうした孤独死が多発している背景として，孤立状態にある高齢者及び高齢者夫婦世帯の急増，あ
るいは大都市における社会的つながりの喪失がある。
厚生労働省の平成 25 年度（2013 年度）版の『国民生活基礎調査の概況』によれば，高齢者一人だ
けの「単独世帯」は 25.6%であり，高齢者の 4 人にひとりは「一人きりの世帯で住んでいる」ことに
なる（8）。また，子供や孫がおらず，夫婦だけの高齢者世帯は 31.1%である。これらを合わせた「お年
寄りだけ世帯」は 56.7%（2011 年度は 54.2％）となり，過半数に達するとともに，急激に増加している。
3超高齢社会における社会的孤立の克服と高齢者学習に関する考察（新保）
2，孤独死への挑戦
（1）松戸市常盤平団地
常盤平団地は日本初の大規模団地として，高度成長期の昭和 35 年に入居が始まった。当時，青壮
年世代が多く入居，最盛期（昭和 40 年代後半）には団地人口は 2 万人近くにも膨れ上がった。高度
経済成長時期，都市に流れ込む人たちの住宅不足を補うために建てられた団地であり，人々の憧れの
的だった。しかしながらライフスタイルは急速に変化し，昭和 40 年代頃までに建てられた 2DKの団
地は，現在の家族には手狭になり，高齢者と単身者が暮らす街になった。現在，住民 8,266 人中，3,244
人は 65 歳以上の高齢者であり，高齢化率は，39.2％と約 4 割に上っている（9）。
2001 年，一人暮らしだった 50 歳代後半の男性の白骨化した遺体が自室で発見された（10）。すでに
死後 3 年が経過していたが，男性は家賃や光熱費を口座引き落としで支払っていたため，誰も気づか
なかった。残高が底をついて支払いが滞ったため，団地を管理する都市基盤整備公団（現都市再生機
構）の職員が部屋を訪問して遺体を発見した。
翌年にも「異臭がする」「ガラスにハエがたくさん付いている」との通報があり，男性が死亡して
いるのが見つかった。死後 4 か月だった。妻子と別居しており，周囲にはカップラーメンや酒のカッ
プが散乱していた。
常盤平団地自治会（中沢卓実会長）では，危機感を高め，常盤平団地地区社会福社協議会と協力し
て，地域ぐるみで「孤独死対策」に乗り出すことになった。
まず，団地自治会と団地社協が協力して，①異常を感じた時に速やかに団地自治会や団地社協に通
報する「緊急時通報システム」の構築，②新聞配達時に新聞がたまっている場合に通報する新聞販売
店との協定締結，③異常時にドア開錠を行なうための鍵専門店との協定締結，などがある。「孤独死
ゼロ作戦」をキャッチフレーズに，住民自身も「何かおかしなことがあったらすぐに通報しよう」と
いう機運が高まっていった。
また，団地社協事務局がある常盤平市民センターに，全市的な孤独死対策を行う「松戸孤独死予防
センター」が設置されている。予防センターには団地社協関係者が常駐し，市内全域から相談受け付
けや対策の検討など，孤独死問題に取り組んでいる（11）。
例えば，「福祉フェア」「地区市民運動会」などのイベント開催を通じて，一人暮らしの高齢者のと
じこもりの防止と，配偶者を亡くした後の立ち直りヘの助力に力を入れている。また，「いきいきサ
ロン」も設置され，高齢者の居場所を提供している。
中沢会長は，新潟出身で，東京に上京して新聞社に勤務していた。常盤平団地に住んで，50 年以
上になるという（12）。「終活」のために，『終活ノート』を出版するなど，意欲的な活動に取り組んで
いる（13）。
また中沢会長によれば，行政による高齢者福祉施策の対象外である 40 歳代，50 歳代，60 歳代前半
の男性単身者の孤独死が問題となりつつあるという。
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（2）足立区
足立区は，戦後，広い土地が残されていた。日本では高度経済成長に伴い，地方から東京に多くの
人口移動がおこった。こうした人々の住宅問題を改善するため，1960 年代に，足立区において，多
くの団地が建設された。団地に居住する人々がそのまま高齢化し，そのため，足立区においては団地
における孤独死が問題となっている。足立区では，毎年孤独死が 720 人ほどに上っており，これは，
東京都の孤独死の約 10％に当たっているという（14）。
そのため足立区では，「足立区孤立ゼロプロジェクト推進に関する条例」に基づき，「地域のちから
推進部絆づくり担当課」が中心となって，「孤立ゼロプロジェクト」を実施している（15）。
まず，介護保険サービスを利用していない 70 歳以上の単身世帯や 75 歳以上のみで構成されている
世帯を対象に，区内の町会・自治会あるいは民生委員が，「世間話をする頻度」，「困りごとの相談相
手」などを訪問により調査する。調査の結果，地域を担当する地域包括支援センターが中心となり，
「絆のあんしん協力員」による定期的な見守りや声かけ活動を展開し，孤独死を防ぐ活動を展開して
いる。2014 年 7 月末日現在，区内 436 町会・自治会のうち，140 団体がこの活動に取り組んでいる（16）。
これまでは町内会といった見守りの仕組みはあったが，団地，マンションにおいては町内会の加入
率は必ずしも高くなかった。また，困窮した場合に申請してそれに対して支援を行う申請主義をとっ
ていたために，広がらないという問題があった。「孤立ゼロプロジェクト」は，それに対して，社会
的に孤立している人への掘り起こし作業を行っているのである。
また，「住区 de 団らん」は，単身高齢者，高齢者のみの世帯などを対象に，住区センター悠々館
（老人館）で，午後 5 時から 7 時までの時間帯に，団らんの時間と夕食の場を提供する試みである（17）。
たとえば，神明住区センター（児童センター及び悠々館が設置）における取り組みでは，楽々体操，
チューリップ体操（唾液が出るようにするための口腔体操），ゲーム（ゲートボール），食事（弁当），
その後，カラオケによる合唱を高齢者は楽しんでいた（18）。
15 名の参加者中，男性は 3 名で，女性が多かった。参加者の A さん（男性）は，現役時代，住宅
関係の営業職をやっていた。住区センターの近くに一人で住んでいるので，みなと交流できて弁当も
一緒に食べることができる住区 de団らんを楽しみにしているという。カラオケ合唱の時にテレサ・
テンの「時の流れの身をまかせ」を，楽しそうに，机を手で叩きながらリズムをとって歌っていた。
こうして足立区では，高齢者が集まって食事をする機会を積極的に作り，孤立化を防いでいる。そ
の背景として，大型団地を抱える足立区における孤独死の多さと，それに対して積極的に取り組もう
とした区の姿勢がある。
3，日本における高齢者大学
日本においては，1960 年代から 70 年代にかけて，公民館の建設が盛んになされた。こうした公民
館では，専業主婦と並んで高齢者が活発な学習活動を展開してきた。そして，70 年代から，次第に
老人学級といった高齢者の教育機関が公民館を中心に設置されるようになった。公民館は一貫して，
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高齢者の学習の場であり居場所であった。
1989 年に厚生省は，高齢者の社会参加を促進し，人生の価値を高め，健康を維持することを目的
として，各都道府県に，「明るい長寿社会推進機構」を設置した（19）。それとともに，各地に，高齢者
大学が設置され，高齢者が系統的な学習を行う機関が設置されるようになった。その代表的なものと
して，兵庫県のいなみの学園があり，長年にわたって，高齢者大学のモデルとして，多くの見学者を
集めてきた。
20 世紀 80 年代以降，高齢者は積極的な作用を発揮し，社会参画をとげてきた。そして 90 年代以降，
90 年代以降，高齢者自身が自らの手で高齢者の状況を改善しようと取り組んできた。以前は高齢者
教育の用語が用いられてきたが，しかしながら，高齢者が自らの学びを創造しているという点から，
近年では，高齢者学習という用語が使われるようになっている。
しかしながら，高齢者学習は，現在いくつかの課題を抱えている。第一に，学生数の減少である。
団塊の世代を中心として，高齢者の学習要求が，個性化，多様化，高レベル化している。高齢者大学
の先駆的な存在として知られるいなみの学園，あるいはその他の高齢者教育機関においても，学生数
は減少の傾向にある。
第 2 に，高齢者学習の内容が，趣味，あるいは個人的な興味に関する内容に留まり，地域活動への
関心に向かっていかない，という課題もある。自治体側の意図としては，高齢者学習で学んだ後，地
域活動，ボランティア活動への参加を期待しているが，必ずしもそういった方向には向かっていか
ない。
第 3 に，自治体の財政難から，高齢者大学が閉校となったり，高齢者大学に対する自治体からの補
助金が支給されなくなるケースもある。たとえば，大阪では財政難から，「大阪府高齢者大学」が閉
校となった（2008 年）。ただし，当該校の OB・OG 及び「NPO 法人高齡者自然大学校」の尽力で，
翌年，「NPO法人大阪府高齡者大学校」として復活し，高齢者自らの力で経営している（2009 年）（20）。
さらに，90 年代以降，自治体の財政難に伴い，従来公民館において展開されてきた高齢者教室に
対する市町村からの補助が奨励へと降格されるようになった。このように現在，高齢者学習に対して
は，逆風の状況にあり，高齢者の学習権が十分に保障されないといった問題が生じている。
第 4 に，高齢者学習の重要な教育機関であった公民館の老朽化がある。公民館は，高齢者の重要な
学習の拠点であった。しかし公民館は 60 年代，70 年代に建設されたものが多く，現在，立て直しを
迫られている。しかしながら，自治体の財政問題がそれを阻んでいるのである。
現在，日本では，100 歳以上の高齢者が増加している。まさに人生 100 年の時代を迎えようとして
いるのである。しかしながら，かつて人々は退職後に，40 年もの人生が残されていることを，想定
して人生のプランを考えてこなかった。
日本においては，現在，学校教育，あるいは家庭教育に重点が注がれており，高齢化の進展の早さ
の中で，高齢者の学習に対して十分な注意が払われているわけではない。自治体も財政難から，高齢
者の学習への補助金支出を削減の方向にある。
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しかしながら，団塊世代が退職年齢に入った現在，高齢者学習の政策は極めて緊急に解決を要する
課題なのではなかろうか。
その意味で，以下では，高齢者が自治体の支援に頼らずに自分たちの力で，運営を行ってきた事例
について，紹介したい。
4，高齢者教育の取り組み
（1）座間市あすなろ大学
神奈川県座間市は，東京の近郊のベッドタウンである。同市では，高齢者大学としてあすなろ大学
がある。あすなろ大学は「調べ学習」をはじめとする自主的な学習文化活動を目指す高齢者生涯学習
学級であり，1988 年に設立され，約 25 年以上も継続的な学習が行われてきた。
入学資格は 60 歳以上。在籍年数に応じて，基礎課程（1 から 2 年），教養課程（3 から 7 年），専攻
課程（8 年以上）の 3 課程がある。希望すれば何年でも在学は可能というのが，あすなろ大学の特徴
である。2014 年段階の在校生は男女約 200 名。在籍年齢は 60 歳から 91 歳までである。
あすなろ大学の歴史の中で，特に，あすなろ大学の成長に影響を及ぼした講座として，「大航海ゼ
ミナール」という「調べ学習」講座がある。この調べ学習が学習手法として定着したため，あすなろ
大学は大きく発展していった。かつて，調べ学習はグループによる集団研究が多かったが，現在では，
個人研究が増えているという（21）。たとえばテーマとしては，日本のエネルギー政策，東日本大震災
後の復興の現状，座間市の歴史などがある。
 調べ学習が中心ということから，受講生は男性が多い。女性の中には，専業主婦よりも以前，仕
事を持っていた女性が多い。
あすなろ大学は，東地区文化センターが提供する「一般講座（基礎講座 ）　」とあすなろ生の自主
活動である「学習レポート（応用学習）」や「発表会＆公開自主講座（学習発表）」によって構成され
ている。学生は，学習レポートを作成し，これはあすなろ大学まとめ誌に掲載される。また発表会で
は，学習成果の発表が行われており，受講生にとってややハードルは高いものの，貴重な学習の機会
となっている。　
あすなろ大学には，自主運営組織として校友会である「あすなろ会」が設けられている。大学とし
ての調べ学習の成果を記録したりあるいは学外へ発信してゆく作業は，あすなろ会が企画・編集して
いる。
また，あすなろ大学には，クラブ活動があるのも，一つの特徴である（22）。また，クラブ活動によ
るコミュニケーションなどが，大学の発展の大きな要因であった。具体的なクラブとしては，そば打
ち，PC，日本史の会，ウオーキング，ゴルフ，つり，麻雀，カラオケ，合唱などがある。
たとえば，そばうちクラブに参加している B さんの場合，そばを植えるための畑作りから，仲間
と一緒に行い，1 年かけてそばを育て，そばをそば粉とし，そばを打つ。できあがったそばを，あす
なろ大学の行事の時に，大学生に振る舞っている。おいしいと言ってもらえるのが生き甲斐となって
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いる（23）。
座間市からあすなろ大学への予算は，講師謝礼は年間 25 万円程度である（24）。その意味では，財政
負担のかからない形で，なおかつ高齢者が移動できる身近な距離で，高齢者の居場所が提供されてい
る事例として，あすなろ大学は注目に値するのではなかろうか。
（2）清見潟大学塾―市民参加型・生涯学習モデルシステムへの挑戦―
清見潟大学塾は，1985 年に清水市（現在の静岡市清水区）の支援によって設立され，公募した市
民教授（現在は，「講師」と呼称）に全面的に運営を委託した「市民参加型生涯学習システム」によっ
て運営されている。講座は月に 1 回，ないし 2 回で，1 年間で修了する。場所は地区にある 21 カ所
の生涯学習交流館が利用されている。
「教えることも生涯学習であり，生きがいである」という視点に立って講師公募制を採用しており，
同制度が清見潟大学塾の最もユニークな所である。「誰でも結構。趣味・職業上の知識・経験等を市
民に教えることを生涯学習，生きがいとしたい方はハガキで申し込む。資格は不問」という市広報の
呼びかけに応募してきた講師が公募される（25） 
学歴・資格など一切関係ない。ただ受講者 10 名の支持があることが，講師の唯一の要件である。
良い講義であれば受講生は増え，おざなりの授業が続けば，塾生は減少し，講座は翌年から継続でき
ない。「教える者と学ぶ者との一騎打ちといった緊張感が塾発展の原動力」なのである（26）。
1985 年，12 講座（教授 12 名・塾生 100 名）で塾は発足した。行政の厳しい財政事情から事務局は
公民館を出て，駅前の商店街に移った。それにも関わらず，30 年目を迎えた 2014 年度も 137 講座（講
師 86 名・塾生 2,230 名）の規模を保っている（27）。
清見潟の基本理念は「遊び心で 大学ごっこ」，基本哲学は「とことん学んで ちょっと臥せって あっ
さり死ぬ」であり，基本戦略は「市場原理の導入」である。
行政主導の生涯学習は，予算制約の中で「定員制」または「期間限定制」を採らざるをえない。た
だし，清見潟においては，年齢（ピアノ除く） ・地域，定員，期間の制限もはずしている。
受講料（年間）は，月 1 回講座は 7,000 円（運営費 2,300 円含む）であり，月 2 回講座は 13,000 円（運
営費 3,500 円含む）である。清見潟の講座は，各公民館（地域交流館）等を無料で借用しているため，
受講料が安く抑えられている。ただし，場所の確保は課題である（8 月 21 日事務局インタビュー）
講師収入は月 1 回講座の場合，7,000 円から事務局に渡す運営費 2,300 円を引いた 1 人 4,700 円×塾
生数，月 2 回講座の場合，事務局に渡す運営費 3,500 円を引いた 1 人 9,500 円×塾生数である。
講座の受講生は女性が多い。ピアノ講座を見学したところ，15 名ほどの参加者中，男性は一人だ
けだった（28）。先生が個々人に合わせて選んだ教則本を家で練習をしてくる。電子ピアノが家のある
人がほとんどだ。講座では一人あたり，約 10 分程度の個人レッスンを受け，その他の参加者はおしゃ
べりを楽しみながら自分の順番が来るのを待って居る。C さん（女性）は，1925 年生まれの 88 歳で
ある。70 歳からピアノ講座に参加を初め，18 年になる。家でピアノを練習し，月に 2 回のピアノ講
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座を楽しみにしている。
また，唯一の男性の参加者である D さんは，1 年半前から，ピアノ講座に参加している。20 年前
に取引先から，取引先の娘さんが結婚することになりピアノが不要になったので廃棄処分にしてほし
いと言われたそうだ。しかしながら，ピアノの音が好きで，捨てるのはあまりにもったいないので，
自分の家に引き取ったという。家族からじゃまなので捨てるように言われたが，それでも，毎年，ピ
アノの調律をやってもらっていた。
定年退職後に再就職したが，勤務が週 3 回となり余裕が生まれたので，清見潟大学塾のピアノ講座
に申し込みをしてピアノを習い始めた。「楽しくてしかたない」とのことで，ロシア民謡の「ともしび」
が弾けるようになった。ただ，ともしびは，悲しいメロディーなので，家で毎日練習を聞いているお
嫁さんが悲しいと言うので，新しく学ぶ楽曲は，明るいメロディーの曲を選んで滝廉太郎の「花」に
したとのことであった。
単にピアノの技術の向上ということで言えば，一人が練習している間，その場に座って待っていな
ければならない清見潟大学塾のピアノ講座は，時間の無駄のように思われる。ただし，ここでは待っ
て居る間に，同年代の仲間と会話を楽しむことができる。つまり，清見潟大学塾では，単に技術の向
上というよりも，むしろ人間関係作りを重視し，高齢者が家の外に出てくることを重んじているよう
に思われた。
高齢者にとって，大切なことは「きょう・いく」と「きょう・よう」だと言われる。つまり今日，
行く所と，今日する用事があることである。自分の家から身近な学習の場所に出かけて講座に参加す
る清見潟の学習支援システムは，今後の少子高齢化社会における高齢者の学びを考える上で，重要な
示唆を与えてくれるのではなかろうか。
5，台湾における楽齢教育中心
（1）台湾における高齢者教育の動向
2013 年段階で，台湾における高齢化率は，11.3％（2013 年）であり，日本よりは低いものの，合
計特殊出生率が低いため世界的にみて高齢化の進展が最も早い国の中の一つである。2016 年には高
齢化率が 14％となり高齢社会となることが予測されている（29）。
こうした中で，台湾においても，高齢者教育は重要と認識され，「高齢者教育実施計画」（1989 年），
「高齢者教育政策白書」（2006 年），「老人福利的修法」（2007 年）が相次いで出され，高齢者教育に積
極的な取り組みが行われている（30）。
また，2008 年からは，楽齢学習センターが小学校や図書館，あるいは民間組織に設置されるよう
になっている（2012 年 12 月段階で，全国に 225 カ所が設置）（31）。図書館は各地域にあり，人々の生
活に根ざしているため，図書館に設置されている。また，日本のような高齢者大学といった系統的な
教育は無いものの，基礎講座（生涯学習，高齢者の健康，家庭の人間関係），系列課程（芸術，情報），
専門課程（ボランティア養成）などの内容が置かれている（32）。主に趣味や，手作業を行う講座が多い。
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また，ボランティアグループが学習に使用するテキストを作成しているケースもある。たとえば，『英
文歌曲　TOP100』（台北市立図書館大安区楽齢学習資源中心英語歌唱興趣小組）などがある（33）。
センターでは 55 歳以上の高齢者が優先的に登録し，楽齢ボランティア隊が活動に協力している。
また退職した教師などの人材の活用が期待されている。
2008 年には「老人短期寄宿学習」計画の構想が出され，楽齢大学が設置された。これは，アメリ
カの Elder　Hostel（高齢者短期寄宿所）の理念に依拠しながら，大学の環境，教員などの資源を活
かして高齢者大学を運営する，というものであり，国立中正大学，南開科技大学，玄奘大学などが協
力している。2010 年に 56 の楽齢大学が設置され，18 週間学び，学生とともに学び世代間交流を行っ
ている。
（2）台北市楽齢学習センター
以下では，台北市図書館に置かれている楽齢学習センターについて紹介したい。
台北市には市立図書館として 1 つの中央館，5 つの分館（三民，大同，葫芦堵，景新，東湖）があ
るが，それぞれに楽齢学習センターが設置されている。
台北市立図書館総館（中央館）の 11 階にある台北市楽齢学習示範（モデル）センターは，教育部
及び台北市政府によって，創設された（2014 年 11 月 1 日訪問）。登録人数は 55 歳以上の約 2,000 人
である。ここでは，創造的な閲読を主軸として，多くの講座が開設されている（34）。
学習内容としては，①高齢者政策（10％），②基本生活技能（言語，スポーツ，PCを含む）（20％），
③趣味；合唱，DIY，読書，ゲーム（22％），④特別のプログラム（読書クラブリーダー養成）（28％），
⑤ボランティア（20％），以上がある。また，2013 年 1 月から 9 月までに 430 の事業が実施され，の
べ 9,912 人の参加があった。
図書館に併設されているため，高齢者による読み聞かせのための訓練及び絵本鑑賞，読書会の活動
が展開され，また読書クラブが置かれていることが，同センターの特徴である。
講座の終了後には，自分たちで学習サークルを組織する。申請は年に 1 回で，10 人以上で申請す
ることになっている。ボランティアの教師や先輩の学習者が指導を行う。また，ボランティア講座（自
主的にボランティア団体を組織して実施）もある。
センターの開館時間は，月曜から金曜，午前は 9 時から 12 時，午後は 2 時から 5 時である。55 歳
以上が無料で登録ができる。
センターには，PC，健康維持のための血圧計，運動器具，新聞，老眼鏡，PC，図書が置かれ無料
で利用できる。廊下の展示コーナーには高齢者の作品，書画なども飾られている。訪問時には，机・
椅子が置かれた広い教室くらいにスペースでは，広告の紙をまるめて，花瓶などを作る活動を 8 人程
度の女性達が集まって行っていた。職員によれば，予算が少なく，人手が足りないので，楽齢学習セ
ンターの職員は，図書館の職員が兼職し，高齢者がボランティアとして働いている。
学習者の中で女性は約 70％を占め，男性は少ないという。アメリカに居住していたが，現在では
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台湾に戻ってきた E さん（男性）に，なぜ学習者は女性が多く男性が少ないのかインタビューした
ところ，「男性は，楽齢中心には来ないで，寺院に行く」，「男性は，自分がえらいと思っているので，
こんな所には来られない，と考えている」と語っていた。職員としては，男性向きの講座が少ないせ
いではないかとの意見だった。
カップを使っての，手遊びゲーム（10 個のカップをピラミッド型に積み上げ，それを，上からま
とめて一つにする。誰が早くできるか，競い合うゲーム）を，日本から同行した早大院生（中国人留
学生）も交えて 10 人程で一緒に行ったが，和気藹々として大変に賑やかであった。
ちなみに台湾においては，日本のような高齢者大学，あるいは老人センターといった高齢者のため
の施設が設置されていないため，図書館，あるいは小学校に楽齢中心が付設されているケースが多い。
ただし，このことが，かえって世代間の交流を活発なものとしているように思われた。
また，現在，高齢化率は約 10％で日本ほど深刻な状況には無いものの，将来を見据えて，社区大
学では豊富な講座が準備されており，高齢者だけでなく，現役世代も共に学習するシステムが整備さ
れるようになった。こうした社区大学では自然な形で世代間の交流が行われている。
台湾の事例は，今後，日本の高齢者教育に対しても示唆を与えてくれるものと考える。
まとめ―高齢化の先進国として
高齢化が深刻化する中で，高齢者の孤立化を防ぎ，コミュニティを作ることが，日本にとって喫緊
の課題となっている。
また，高齢者が最後の日を迎えるため死ぬまで元気で活動できること，そのために，高齢者が外に
でかける機会を作ることは重要である。
本論文では，松戸市常盤平団地及び東京都足立区における，孤独死に向けての取り組みを検討して
きたが，今後の参考になろう。
さらに，学びによって高齢者の居場所作りを行い，コミュニティ形成を図ろうとした事例として，
座間市あすなろ大学，静岡県の清見潟大学塾の事例を検証してきた。
あすなろ大学は，調べ学習，学習年限無し，クラブ活動を特色としている。あすなろ大学の場合，
男性の参加者が多いことも注目できる。男性高齢者の孤立化が現在，日本では問題となっているが，
男性参加者の多さは，注目に値する。
清見潟大学塾の場合，当初は自治体の全面的なバックアップがあって発展をしたものの，その後，
自治体の財政難から，自治体から離れて運営を行っている。現在の日本の各自治体における財政難，
社会教育関係職員の減少という点から考えると，今後の高齢者学習のモデルとしての意味は大きい。
公募による講師の募集，安い経費での事業運営で，高齢者の居場所と生き甲斐を提供しているところ
も，学ぶべき点である。
このように，全国的に様々な地域においては，多様な形で高齢者向けの事業が展開されている。し
かしながら，高齢者学習が，「たこつぼ化」している現状もある。たとえば自分たちの仲間の集団の
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活動が優先され，組織全体の活動に目が向かないこともあるし，人間関係が固定的なメンバーに留ま
り，外に広がっていかないこともある。
その意味では，台湾における社区大学における相互的な交流の活動や楽齢学習センターの諸実践は
日本の参考になると思われる。
今から約 15 年後の 2030 年には団塊の世代が 80 歳を越え，65 歳以上の高齢者が総人口の 3 分の 1
を占める超高齢社会が到来する。残された時間はあまり長くは無い。超高齢化のトップランナーであ
る日本が「課題解決先進国」（35）となるためには，各国の取り組みに真摯に学びつつ課題を克服する
必要があるのではなかろうか。
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Abstract
Solutions to the Social Isolation of Elderly People through Learning
Atsuko Shimbo (Waseda University)
In Japan we have a word “hikikomori” which means social withdrawal. This problem affects people of 
all ages but can be more of a problem when it affects the elderly. 
I study how some approaches to the problems of social isolation and dying alone, such as those used 
in Adachi ward, Matsudo City, Asunaro University and Kiyomigata University can be very effective. 
The Asunaro University model in particular has many attractive features. The research, report and 
presentation feature seems to encourage more male involvement. 
Also the many societies in the students club seem to foster good social interaction. Social isolation 
appears to be more of a problem with elderly males than with elderly females, so activities which attract 
more men should be supported. 
The Asunaro University model show how many benefits can be achieved on a low budget. This is 
important if we wish to see improvements on a wide scale particularly in these difficult economic times. 
It is important that these individual programs are encouraged and supported but it is also important 
to try to develop links between individual programs, in the way that Asunaro University’s many societies 
connect. 
The fact that cheap tuition and classes are near to home at Kiyomigata University is also an important 
feature for the elderly.
By 2030 the ageing population of Japan will increase by one third. By that time the ‘Baby Boomer’ 
generation will be 80 years old. Today, social isolation and dying alone are a problem but by 2030 it will 
be a much greater problem.
It is only fifteen years until 2030. It is not much time to prepare for the escalation of the social isolation 
and dying alone syndrome. We must learn from other countries how they are dealing with these prob-
lems and develop further the good ideas that are being used in some parts of Japan.
